
附属資料59 	 地震保険の契約件数等の推移
地震保険の契約件数等の推移
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出典：損害保険料率算出機構資料をもとに内閣府作成

附属資料60 	 自助、共助、公助の対策に関する意識

自助、共助、公助の対策に関する意識附属資料６０

出典：内閣府政府広報室「防災に関する世論調査」をもとに内閣府作成  

出典：内閣府政府広報室「防災に関する世論調査」より内閣府作成

10．その他
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附属資料61 	 気象庁震度階級関連解説表
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●木造建物（住宅）の状況

●鉄筋コンクリート造建物の状況
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●地盤・斜面等の状況

●ライフライン・インフラ等への影響
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●大規模構造物への影響

出典：気象庁資料 
出典：気象庁資料
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附属資料62 	 特別警報発表基準
■気象等に関する特別警報の発表基準

現象の種類 基準

大雨 台風や集中豪雨により数十年に一度の降水量となる大雨が予想され、若しくは、数十年に一
度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により大雨になると予想される場合

暴風
数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低
気圧により

暴風が吹くと予想される場合
高潮 高潮になると予想される場合
波浪 高波になると予想される場合
暴風雪 数十年に一度の強度の台風と同程度の温帯低気圧により雪を伴う暴風が吹くと予想される場合
大雪 数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合

■津波・火山・地震（地震動）に関する特別警報の発表基準
現象の種類 基準

津波 高いところで3メートルを超える津波が予想される場合
（大津波警報を特別警報に位置づける）

火山噴火 居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が予想される場合
（噴火警報（居住地域）※を特別警報に位置づける）

地震
（地震動）

震度6弱以上の大きさの地震動が予想される場合
（緊急地震速報（震度6弱以上）を特別警報に位置づける）

注）�噴火警戒レベルを運用している火山では「噴火警報（居住地域）」（噴火警戒レベル4または5）を、噴火警戒レベルを運
用していない火山では「噴火警報（居住地域）」（キーワード：居住地域厳重警戒）を特別警報に位置づけています。

出典：気象庁資料
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